
 

 「富山県公共建築物等木材利用推進方針」の概要 

 

 

項目 内容 具体策 

公
共
建
築
物
で
の
木
材
利
用 

○公共建築物の木造

化・内装木質化の推進 

○県が整備する建築物 

 ・低層建築物 

  建築物の性格を勘案しながら積極的に木造化を図る 

 ・すべての建築物 

  木質化が適切と判断される部分の内装木質化を図る 

・ＣＬＴ（直交集成板）や木質耐火部材等の新たな木質部材 

の活用 

 

推進方針に基づく木材の利用の実施状況を定期的に 

  把握し、課題を分析 

 

 

 

○県内の公共建築物の木造化を促進 

木造率の目標：25%（R8） 

建
築
物
以
外
で

の
木
材
利
用 

○公共土木工事におけ

る県産材利用の推進 
○地盤改良用木杭、木製残存型枠等の導入促進 

木
材
利
用
の 

 
 

推
進
方
策 

 

○富山県木造公共物 

等推進会議の開催 

 

 

庁内関係部局（経営管理部、土木部など７部局）、国の出先 

（森林管理署、立山砂防事務所など６機関）、市町村、関係団

体及び学識経験者等を構成員とする推進会議において木材利

用推進のための情報の共有を図る 

 

   

市町村等へ波及 


